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平成28年４月１日現在

％

％

％

主な代替・類似施設

コ
ス
ト
負
担

233

（民間）ガーデンミュージアム比叡（陶板画と花卉を一体に展示）
※当施設は府立植物園に隣接

―

府負担コスト
（平成27年度）

府負担割合
（府支出額／収入総額）

0

0 0 0

3

3

建設費　約1,600,000千円

役職員数
0 0

臨時職員正職員 嘱託職員

0 0

6 3

36

0

0 0

千円―起債残高

利
用
状
況

利用者数

利用者の特徴

26年度

平成　　―　年頃

必要性（　有　無　）

ピーク時

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数）

25年度

地域性

用途

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

―

年齢層
京都市内（40.5％）、府内（7.8％）、府外
（40.5％）、海外（11.2％）
※10月～11月実施のアンケート調査による

              88.5

新規利用者が約８割を占める

40歳未満（30％）、40代（4％）、50代
（22％）、60代以上（44％）
※10月～11月実施のアンケート調査による

観光等

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

円

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等

建替え等の
実施時期（見込）

27年度

132 133

575

55

183

707 663 1,115

175

―

―

0

0

人

人

45,640

62,155

―
主要設備
利用率

（平成27年度）

利用率
算出方法

人43,523

平成 175,808年度6 ―

人

199230

18,00017,731

2,482 2,503

物 件 費

収 入 合 計

利用料金収入

2,556 2,530

16,383 18,000

1,883

16,168

15,551

508

14,500

515

14,500

81 300

399 35

14,50016,100

264 1,080

137

530 600

138

％

その他
（時期等）

13,410

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

0

3,500

その他（ボランティア）

利用料金収入

62

収 支

1,668

※エントランス広場
等を活用したライ
ブ・コンサート・手作
りマーケット等

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

780

指
定
管
理
業
務

276 832

人員配置
（単位：人）

収
支
と
人
員
配
置

うち府派遣 0

収 入 合 計

収 支

人 件 費

物 件 費

計

744

計

514

そ の 他 収 入

606

常勤

非常勤

25

収支実績
（単位：千円）

自
主
事
業

1,855

17,955

支　出　合　計

人 件 費

そ の 他 収 入

年度

支 出 合 計

224

京都市左京区下鴨半木町 設置年度 平成５年度

施
設
概
要 障害のある方は免除（証明するものが必要）

休館日

（植物園との共通利用で５割引き）

経過 京都府が寄附を要望し、堺屋太一氏、安藤忠雄氏の協力のもとに開館に至った。

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

交通アクセス

60歳以上（平成25年7月1日からは70歳以上）

営業
時間

安藤忠雄氏設計の屋外庭園(陶板画８点、池７か所、滝大小４か所）

陶板画「最後の審判」など４点は「1990年国際花と緑の博覧

営業時間・営業日 9:00～17:00

設置目的
1990年国際花と緑の博覧会に出品された「最後の審判」等、名画の美しさをそのままに再現した丈夫な陶板画を安藤忠
雄氏設計の施設に展示し、屋外で鑑賞できる絵画庭園として設置したものであり、広く府民が芸術作品に触れ合う場を
提供することを目的として設置

入園料：一般100円、中学生以下無料総面積：約2,849㎡

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

北山街協同組合（指定管理者）

貸付期間 平成24年4月１日～平成29年3月31日 所在地 京都市北区上賀茂桜井町４１－２ジュネス北山内

選定方法 公募

12月28日～1月4日

北山通り店舗のオーナー協同組合業 　種

会」に出展されたもの

【地下鉄】北山駅徒歩１分、【バス】北山駅前徒歩５分

0

15,175 13,048 15,470

27 28予算

0 0

15,892

備考

0

26

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立陶板名画の庭

所  在  地

1 



平成28年４月１日現在

％

％

％

％

％

％

％

主な代替・類似施設 ・貸会議室を有する施設は京都市内に多数あり

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 602 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               62.5 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

立体駐車場修繕（6.9）、音響設備修繕（5.1）、
空調設備改修（6.8）、電話交換機設備改修（13.6）　等

建替え等の
実施時期（見込）

平成　－　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
－

利
用
状
況

利用者数
（会議室）

25年度 118,283

第５会議室 62.6

利用者の特徴

地域性 交通の便もよく、広範囲から利用 年齢層 幅広い層が利用

用途 福祉関係・自治体関係の利用が約４割
その他

（時期等）

人

主要設備
利用率

（平成27年度）

-

視聴覚室 58.9

ピーク時 平成 22 年度 155,232 人
利用率

算出方法
貸出し数／貸出し可能数

70.4
第１会議室 84.1

26年度 120,181 人
第２会議室 84.3
第３会議室 72.5

27年度 118,027 人
第４会議室 67.3

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　約６１　億円 起債残高 0 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（契約社員）

常勤

0

2

2

非常勤 0 0 0

大会議室

ユニバーサル映画
上映、普通救命講
習会等人 件 費 0 11 0 0

物 件 費 828 838 1,398 300

収 入 合 計 696 675 972 150

利用料金収入 0 0 0 0

そ の 他 収 入

うち府派遣 0 0 0 0 0

0

自
主
事
業

支 出 合 計 828 849 1,398 300

696 675 972 150

収 支 ▲ 132 ▲ 174 ▲ 426 ▲ 150

3 0 0

5 3 0 0

0

計 5

収 支 561 156 ▲ 390

89,797 92,921

そ の 他 収 入 0 0 0 0

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

65,239 68,950 71,007 69,072

95,967 97,199

収 入 合 計 108,011 111,357 113,605 117,406

利用料金収入 42,772 42,407 42,598 48,334

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

日本管財（株）（指定管理者）

指定期間 平成24年４月１日～平成29年３月31日 所在地 兵庫県西宮市六湛寺町9-16

選定方法 公募 業 　種 建物管理運営事業

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

指
定
管
理
業
務

支　出　合　計 107,450 111,201 113,995 117,406

人 件 費 17,653 18,280 18,028 20,207

物 件 費

地下 難病相談・支援センター、福祉人材・研修センター 

５階 福祉関係団体活動拠点 社会福祉協議会（使用料免除）

４階 貸会議室２ 会議室（30人）午前5,400円 午後6,300円夜間6,400円

３階 貸ホール（定員200人）、貸会議室４ ホール：午前:21,800円 午後:25,500円 夜間:26,100円

交通アクセス
【電車】地下鉄丸太町駅直結
【バス】市バス　烏丸丸太町バス停下車すぐ

営業時間・営業日
営業
時間

【会議室】9:00～21:00
（事前の申込みにより１時間延長可（22:00））

休館日 １月１日～１月４日、12月28日～12月31日

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立総合社会福祉会館（ハートピア京都）

施
設
概
要

所  在  地 京都市中京区竹屋町通烏丸東入る清水町375番地 設置年度 平成７年度

設置目的
府民の社会福祉活動の場を提供し、府民の誰もが安心して快適に生活することのできる豊かな福祉社会の実現に資す
ることを目的としている。

経過 －

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

８階 福祉関係団体活動拠点 老人クラブ連合会ほか３団体（使用料免除）

７階 福祉関係団体活動拠点 民生児童委員協議会ほか４団体（使用料免除）

６階 福祉関係団体活動拠点 社会福祉事業団ほか１団体（一部使用料免除）

２階 福祉関係団体活動拠点 京都SKYセンターほか１団体（使用料免除）

１階 総合案内、会館事務室、授産作品展示等

2 



平成28年４月１日現在

％

％

％

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 248 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               83.6 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

トイレ更新、浄化槽設置　70百万円

建替え等の
実施時期（見込）

平成　―　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

主な代替・類似施設 京都府立山城総合運動公園、宇治市、城陽市、京田辺市保有のグラウンド等多数

利用率
算出方法

貸出数/貸出可能数

利用者の特徴

地域性 宇治市在住の団体利用が多い。 年齢層
50歳以上の高齢層が6割以上を占め
る。

用途 ソフトボール、軟式野球が主に多い。
その他

（時期等）
夏～秋の利用が多い。

利
用
状
況

利用者数

25年度 102,676 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

第１グラウンド 61.5

26年度 105,823 人 第２グラウンド 44.7

27年度 99,972 人 第３グラウンド 63.4

ピーク時 平成 22 年度 121,141 人

0

うち府派遣 0 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　　　　60,000千円 起債残高 － 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

常勤 0 0 0 0 0

非常勤 3 0 2

3 0 2 1

1 0

計

※グラウンドゴル
フのスポーツ事業

人 件 費 500 490 510 500

物 件 費 216 266 214 720

収 入 合 計 1,435 1,284 1,118 1,220

利用料金収入 1,435 1,284 1,118 1,220

そ の 他 収 入

収 支 1,340 1,232 1,193 0

自
主
事
業

支 出 合 計 716 756 724 1,220

0 0 0 0

収 支 719 528 394 0

0 0 0 0

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

28,580 24,722 24,749 23,729

23,918 26,421

収 入 合 計 33,677 29,371 29,593 30,029

利用料金収入 5,097 4,649 4,844 6,300

交通アクセス 【電車・バス】JR・京阪宇治駅からバス約15分

営業時間・営業日
営業
時間

9:00 〜 17:00 休館日 毎週木曜日及び12月28日～1月4日

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

指
定
管
理
業
務

支　出　合　計 32,337 28,139 28,400 30,029
※府支出額のう
ち修繕費増分
㉕  4,671
㉖      15
㉗　  102

※左記人件費に
は退職積立金は
含まない

人 件 費 4,263 4,032 4,482 3,608

物 件 費 28,074 24,107

そ の 他 収 入

所  在  地 久世郡久御山町大字佐古小字梶石1-2(飛地) 設置年度 平成２年度

設置目的
第43回国民体育大会（京都国体）の馬術競技の会場跡地に、その開催・成功を記念するとともに、府民スポーツの一層
の振興を図る。

経過

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

グラウンド（3面） 第1グラウンド　平日　14,000円/日　等

自由広場、会議室 会議室　全面平日　1,200円/日　等

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

(公財)京都府公園公社　（指定管理者）

貸付期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日 所在地 宇治市広野町八軒屋谷１

選定方法 公募 業 　種 府内都市公園の管理

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立府民スポーツ広場（みどりが丘）

施
設
概
要

3 



平成28年４月１日現在

％

％

％

主な代替・類似施設 京都府立伏見港公園

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 184 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               36.1 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

園路広場舗装等（18）、休養施設修繕（６）、
運動施設修繕等（23）

建替え等の
実施時期（見込）

平成　―　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

利用率
算出方法

貸出数/貸出可能数

利用者の特徴

地域性 長岡京市、乙訓地域 年齢層 30～50代、10歳以下

用途 運動施設利用、広場利用
その他

（時期等）
年間を通じて利用あり

利
用
状
況

利用者数
(芝生広場含む）

25年度 81,190 人
主要設備
利用率

（平成27年度）

球技場 42.0

26年度 79,754 人 芝生球技場 100.0

27年度 92,726 人 テニスコート 69.0

ピーク時 平成
(昭和)

27 年度 92,726 人

0

うち府派遣 0 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　約1,600,000千円 起債残高 ― 千円

その他（       ）

常勤 2 2 0 0 0

非常勤 3 0 0 3 0
人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員

計 5 2 0 3

利用料金収入 8,105 7,959 9,491 8,750

そ の 他 収 入 635 389 983 54

自
主
事
業

支 出 合 計 8,428 7,374 9,176 8,804

0

物 件 費 8,428 7,374 9,176 8,804

収 入 合 計 8,740 8,348 10,474 8,804

収 支 312 974 1,298 0

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算

収 支 0 ▲ 1,302 1,258 0

そ の 他 収 入 2,903 1,385 1,618 ▲ 1,142

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

16,335 17,402 17,025 17,025

※テニス等スクー
ル事業、物品販売
事業人 件 費 0 0 0

備考

指
定
管
理

（
施
設
運
営

）
業
務

支　出　合　計 41,707 41,797 45,923 42,883
※その他収入
スクール施設利用
相当分、収益事業
収入

※㉘その他収入
26年度収支不足の
補填

人 件 費 12,508 13,136 14,397 15,087

物 件 費 29,199 28,661 31,526 27,796

収 入 合 計 41,707 40,495 47,181 42,883

利用料金収入 22,469 21,708 28,538 27,000

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

京都府立洛西浄化センター公園管理協会（指定管理者）

貸付期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日 所在地 長岡京市勝竜寺山崎作り20-5

選定方法 単独指定 業 　種 洛西浄化センター公園の運営

6面 6,900/日（平日12時間・一般・1面使用）

駐車場 収容台数200台 大型1,500円/1台・1回、普通400円/1台・1回

その他 芝生広場、遊具 無料

交通アクセス
・京阪「淀駅」より徒歩20分
・阪急「長岡天神」ＪＲ「長岡京」タクシーまたは阪急バス「洛西浄化センター」すぐ
・車　Ｒ171勝竜寺交差点よりすぐ

施
設
概
要

所  在  地 長岡京市勝竜寺山崎作り20-5 設置年度 平成８年度

設置目的
・「地球に優しい環境づくり、リサイクル重視、資源の有効利用」を基本的な考え方として、下水道処理施設の上部空間を
有効利用した府民に親しまれる都市公園として整備

・嫌悪施設、迷惑施設と思われている下水道の終末処理場施設を有効活用しながら、そのイメージアップを図ろうとするもの

経過

・処理場立地に当たり、地元から公園・運動施設の要望

・下水道水処理施設上部を都市公園として活用。処理場の集計施設との兼用工作物

・人口稠密、都市公園の整備水準が著しく低い乙訓地域に府立公園がなく、京都市南部を加えた広域的な利用が見込
まれることから、府立公園として整備

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

球技場
球技場 11,400円/日（平日8時間・一般・1面使用）

芝生球技場 11,400円/日（平日8時間・一般・1面使用）

テニスコート

営業時間・営業日
営業
時間

8:00～21:00 休館日 12月28日～1月4日

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立洛西浄化センター公園
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平成28年４月１日現在

中会議室(収容人員128人）

％

％

％

主な代替・類似施設
「けいはんなホール」は関西文化学術研究都市建設促進法に基づき、内閣総理大臣から指定を受けた、文化
学術研究交流施設である「けいはんなプラザ」の一部であり、代替施設はない。

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 232 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               32.4 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

（築後20年以上が経過しており、建物・設備等の状況を踏ま
えた対応が必要）

建替え等の
実施時期（見込）

平成  －　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
－

利用率
算出方法

貸出数/貸出可能数

利用者の特徴

地域性
立地機関の会議・研修・イベント利用が比較
的に多い

年齢層
赤ちゃん学フォーラムから地域敬老
会まで、各世代の利用がある

用途 ―
その他

（時期等）
―

利
用
状
況

利用者数

25年度 100,382 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

メインホール 34.2

26年度 87,912 人 会議室 21.7

27年度 119,909 人 イベントホール 32.5

ピーク時 平成 27 年度 119,909 人

0

うち府派遣 1 1 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　　　　－ 　　千円 起債残高 － 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（派遣）

常勤 20 14 2 4 0

非常勤 0 0 0 0 0

計

※映画劇場やコン
サート・イベント事
業人 件 費 2,848 1,225 1,319 1,551

物 件 費 43,937 43,142 44,220 44,679

収 入 合 計 39,354 46,235 50,997 49,843

利用料金収入 0 0 0 0

そ の 他 収 入

自
主
事
業

支 出 合 計 46,785 44,367 45,539 46,230

39,354 46,235 50,997 49,843

収 支 ▲ 7,431 1,868 5,458 3,613

20 14 2 4

27,791 27,791

75,138 79,366

収 入 合 計 77,586 77,634 85,779 101,679

利用料金収入 52,586 49,843 57,988 73,888

収 支 ▲ 13,226 ▲ 15,921 ▲ 8,325 0

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

指
定
管
理
業
務

支　出　合　計 90,812 93,555 94,104 101,679

人 件 費 19,402 17,617 18,966 22,313

物 件 費 71,410 75,938

そ の 他 収 入 0 0 0 0

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

25,000 27,791

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

(株)けいはんな（指定管理者）

貸付期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日 所在地 相楽郡精華町光台１－７

選定方法 公募 業 　種 文化学術研究交流施設の運営

小会議室(収容人員24人） 全日（会議等利用）：22,400円

交通アクセス 【電車】近鉄京都線新祝園駅・JR祝園駅からバス約10分

営業時間・営業日
営業
時間

9:00～21:00 休館日 12/29～1/3

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立けいはんなホール

施
設
概
要

所  在  地 相楽郡精華町光台１－７ 設置年度 平成２０年度　（当初設置平成5年）

設置目的 関西文化学術研究都市における文化の発展、学術の振興及び研究開発に係る交流等に資する。

経過
当初、平成5年に住友グループから（財）関西文化学術研究都市推進機構が寄附を受け、住友ホールとして（株）けいは
んなが運営。平成20年から、京都府が寄附受けし、けいはんなホールとして運営。

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金※目的等に応じた割引有

ホール
メインホール(収容人員1,000人） 全日（展示等利用）：400,000円　

イベントホール（770㎡） 全日（展示等利用）：400,000円

その他

大会議室(収容人員528人） 全日（会議等利用）：368,000円

全日（会議等利用）：110,400円

5 



平成２８年４月１日現在

％

％

％

主な代替・類似施設
ウッディパルわち、美山町自然文化村キャンプ場、質志鍾乳洞公園キャンプ場（京丹波町）、るり渓青少年自然の家キャ
ンプ、文覚ふれあい公園（南丹市）、宇津峡公園（京都市右京区京北）

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成25年度）

利用者1人あたりｺｽﾄ
（府支出額/利用者数） 236 円 府負担割合

（府支出額/収入総額）
53.0 ％

今後５年以内の建て替
え、耐震補強、大規模修

繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

高圧電気設備大規模修繕　４＜H28実施予定＞

建て替え等の
実施時期（見込）

平成　－　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
－

利用の特徴

地域性 京都府、大阪府、兵庫県 年齢層 ３５才から４５才くらい

用途 キャンプ、イベント、等
その他

（時期等）
５月、７月、８月

利
用
状
況

利用者数

25年度 53,201 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

メインキャビン 45.1

26年度 47,936 人 キャンプ場 52.2

27年度 48,790 人 木工研修館 35.9

ピーク時 （12年度） 63,360 人
利用率

算出方法
利用日数／開館日数

うち府派遣 0 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

総事業費　2,490,000千円 起債残高 -

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

常勤 8 3 5 0 0

非常勤 4 0 0 4 0

計 12 3 5 4

※ドックラン事業（１
頭５００円／日）、木
工材料、薪等の販
売等

※㉗ドックラン施設
修繕

人 件 費 1,236 1,152 1,316 1,145

物 件 費 1,233 839 1,448 1,355

収 入 合 計 2,840 2,873 3,890 2,500

利用料金収入 1,471 1,647 2,068 1,500

そ の 他 収 入

0

収 支 ▲ 703 77 ▲ 950 0

自
主
事
業

支 出 合 計 2,469 1,991 2,764 2,500

1,369 1,226 1,822 1,000

収 支 371 882 1,126 0

7,650 8,095

そ の 他 収 入 1,350 1,730 2,320 1,598

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

11,000 11,521 11,522 11,524

8,263 8,867

収 入 合 計 20,008 20,659 21,750 21,022

利用料金収入 7,658 7,408 7,908 7,900

平成１２年度

設置目的
日吉ダム周辺環境整備計画（地域に開かれたダム整備計画）において、森のゾーンとして位置づけられ、体験・学習・実践活動を通
じて自然・歴史・文化とふれあう場を提供することを基本理念として設置。

経過 　当該施設の底地は、日吉ダム建設時の残土処分地。

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

メインキャビン（1棟　定員25名） 一般3,000円　高校生2,700円　小中学生2,400円

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

指
定
管
理
者
業
務

支　出　合　計
（管理運営費合計）

20,711 20,582 22,700 21,022

人 件 費 13,061 12,487 14,437 12,155

物 件 費

サブキャビン（2棟） １棟15,000円

キャンプ施設（デッキ有10基、無10基） デッキ有１泊1,500円　無1泊1,000円

芝生広場、散策の森、観察の森、体験の森（合計約120ha） 無料

交通アクセス
【電車】園部駅からタクシーで約15分
【バス】JR山陰線日吉駅から府民の森行きバスで約15分
【車】京都縦貫自動車道園部ICから約7km

営業時間・営業日
営業
時間

9:00～16:30 休館日
毎週水曜日（水曜日が祝日に当たる時はその
後の直近の平日）及び12月28日～1月4日

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

（株）設計京北（指定管理者）

貸付期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日 所在地 京都市右京区京北周山町泓21-1番地

選定方法 公募 業 　種 森林総合コンサルタント

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立府民の森ひよし(STIHLの森京都)

施
設
概
要

所  在  地 南丹市日吉町字天若小字上ノ所 設置年度

6 



平成28年４月１日現在

％

％

％

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 194 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               39.5 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

体育館吊天井対策費　80

建替え等の
実施時期（見込）

平成　―　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

主な代替・類似施設
体育館、テニスコートは京都市、向日市、長岡京市、大山崎町に設置、温水プールは京都テルサ、ラクトス
ポーツプラザ、京都アクアリーナなど

利用率
算出方法

貸出数/貸出可能数

利用者の特徴

地域性
京都市伏見区在住の利用者が７割を占め
る。

年齢層
40～60歳の中年層が約半数を占め
る。

用途
スポーツ活動に約半数、その他はイベント
参加が多い。

その他
（時期等）

夏場の利用者が多い。

利
用
状
況

利用者数

25年度 214,637 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

体育館 94.9

26年度 139,995 人 プール 100.0

27年度 297,783 人 テニスコート 90.8

ピーク時 昭和 63 年度 390,000 人

うち府派遣 0 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　　　1,900,000千円 起債残高 － 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

常勤 3 3 0 0

非常勤 56 0 4 52 0

計 59 3 4 52

※スポーツ教室や
スポーツイベント、
地域連携イベント、
緑化推進イベント

人 件 費 6,947 2,589 6,006 5,254

物 件 費 9,665 10,651 20,274 27,025

収 入 合 計 16,572 10,562 29,156 32,279

利用料金収入 15,545 8,243 25,650 28,830

そ の 他 収 入

0

収 支 4,440 4,598 ▲ 4,332 0

自
主
事
業

支 出 合 計 16,612 13,240 26,280 32,279

1,027 2,319 3,506 3,449

収 支 ▲ 40 ▲ 2,678 2,876 0

物 件 費 93,742 86,141

そ の 他 収 入 0 0 0 0

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

57,516 67,632 57,643 51,015

111,357 105,190

収 入 合 計 128,920 117,888 145,952 140,495

利用料金収入 71,404 50,256 88,309 89,480

12月28日～1月4日

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

（公財）京都府公園公社（指定管理者）

貸付期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日 所在地 宇治市広野町八軒屋谷１

選定方法 公募 業 　種 府内都市公園の管理

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

指
定
管
理
業
務

支　出　合　計 124,480 113,290 150,284 140,495
※浸水被害でH25.9
～H27.4プール営業
停止により、H25,26
物件費の減及び使
用料金収入の減

※府支出額のうち
修繕費増及びクー
ルスポット補てん分
㉕  9,116
㉖16,034
㉗  6,522

※左記人件費には
退職積立金は含ま
ない

人 件 費 30,738 27,149 38,927 35,305

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立伏見港公園

施
設
概
要

所  在  地 京都市伏見区葭島金井戸町 設置年度 昭和４２年度

設置目的
京都市南部地域において、府民の体育・スポーツの振興を目的に、伏見港の舟溜りを埋め立てて開設。
京都市地域防災計画における避難収容施設に位置付け

経過

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

体育館（地階　温水プール） 体育館一般全面使用　25,100円/日

テニスコート（６面） 平日一般　11,000円/日　

相撲場 平日一般　6,500円/日　

屋外プール 一般３時間　600円/人　

交通アクセス
【電車】京阪中書島駅から徒歩約3分
【バス】京阪中書島・伏見港公園バス停から徒歩約2分
【車】京都南ＩＣ　約10分

営業時間・営業日
営業
時間

【運動施設】9:00～21:00
【プール】9:30～20:30
【駐車場】7:00～23:30

休館日
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平成28年４月１日現在

％

％

％

主な代替・類似施設
＜体育館、テニスコート＞宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市に設置
＜プール＞西宇治公園、黄檗公園などにあり。

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 262 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               65.4 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

熱供給システム更新（490）、体育館吊天井対策（150）

建替え等の
実施時期（見込）

平成　―　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

利用率
算出方法

貸出数/貸出可能数

利用者の特徴

地域性
京都府南部地域を中心に広域からの利用
者が多い。

年齢層
20～50歳で利用者の80％以上を占
める。

用途 運動、スポーツ活動の利用が多い。
その他

（時期等）
春から秋にかけての利用が多い。

利
用
状
況

利用者数

25年度 1,329,020 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

陸上競技場 74.0

26年度 1,285,294 人 第1野球場 81.0

27年度 1,393,610 人 テニスコート 74.0

ピーク時 平成 27 年度 1,393,610 人

うち府派遣 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　　　11,000,000千円 起債残高 － 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

常勤 13 13 0 0 0

非常勤 48 1 15 32 0

計 61 14 15 32

※スポーツ教室
やスポーツイベン
ト、地域連携イベ
ント、緑化推進イ
ベント

人 件 費 12,248 11,123 10,345 9,632

物 件 費 25,876 27,003 29,802 33,633

収 入 合 計 44,924 42,842 42,782 46,765

利用料金収入 42,871 23,275 23,443 27,750

そ の 他 収 入

0

収 支 24,373 ▲ 4,876 7,728 3,395

自
主
事
業

支 出 合 計 38,124 38,126 40,147 43,265

2,053 19,567 19,339 19,015

収 支 6,800 4,716 2,635 3,500

0 0 0 0

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

365,160 377,622 365,809 347,350

421,748 422,788

収 入 合 計 557,950 561,210 559,733 557,350

利用料金収入 192,790 183,588 193,924 210,000

交通アクセス
【電車・バス】ＪＲ宇治駅から「太陽が丘」行バス約15分　京阪宇治駅から「太陽が丘」行バス約25分
【車】宇治西ICより約20分

営業時間・営業日
営業
時間

4月・9月 9:00～18:00
5月～8月 9:00～19:00
10月～3月 9:00～17:00

休館日
毎週木曜日〈祝日、7/15～8/31、春休み冬休み期間
除く〉
12/28～1/4

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

指
定
管
理
業
務

支　出　合　計 533,577 566,086 552,005 553,955
※府支出額のう
ち
修繕費増及び
クールスポット補
てん分
㉕ 27,943
㉖ 26,718
㉗ 16,581

※左記人件費に
は退職積立金は
含まない

人 件 費 118,431 139,771 130,257 131,167

物 件 費 415,146 426,315

そ の 他 収 入

所  在  地 宇治市広野町八軒屋谷1 設置年度 昭和５６年

設置目的
府南部地域のレクリエーション・スポーツの一大拠点として開設。昭和63年に開催された第43回国民体育大会（京都国
体）のメイン会場。

経過

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

陸上競技場（2面） 陸上競技場全面使用　48,400円/日　等

野球場（5面） 第1野球場　29,300円/日　等

テニスコート（18面） 屋根付きテニスコート　11,600円/日　等

その他のテニスコート　11,000円/日　等

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

　（公財）京都府公園公社（指定管理者）

貸付期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日 所在地 宇治市広野町八軒屋谷１

選定方法 公募 業 　種 府内都市公園の管理

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立山城総合運動公園（太陽が丘）

施
設
概
要

8 



平成28年４月１日現在

％

％

％

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 176 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               86.5 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

施設空調更新等　70

建替え等の
実施時期（見込）

平成　―　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

主な代替・類似施設 ＜会議室＞むくのきセンター、コミュニティーセンター（精華町）

利用率
算出方法

利用日数/開園日数

利用者の特徴

地域性 京都・大阪・奈良の30分圏が中心。 年齢層 子育て層、リタイア層の利用が多い。

用途
散歩、自然観察、庭園鑑賞、子供を遊ばせ
る等。

その他
（時期等）

春と秋（3～5・10～11月）の利用が多い。

利
用
状
況

利用者数

25年度 557,839 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

水景園 100.0

26年度 630,472 人

27年度 598,298 人 － －

ピーク時 平成 26 年度 630,472 人

うち府派遣 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　2,000,000千円 起債残高 － 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

常勤 10 10 0 0 0

非常勤 2 0 0 2 0

計 12 10 0 2

※季節を感じる文
化的なプログラム
（コンサートなど）や
自然環境を活用し
たプログラム（ホタ
ル育成など）、地域
連携イベント

人 件 費 2,400 2,400 2,400 2,400

物 件 費 3,970 5,344 7,173 6,000

収 入 合 計 9,180 10,739 11,543 11,000

利用料金収入 9,180 10,739 11,543 11,000

そ の 他 収 入

0

収 支 179 299 47 0

自
主
事
業

支 出 合 計 6,370 7,744 9,573 8,400

収 支 2,810 2,995 1,970 2,600

42,800

物 件 費 75,262 80,885

そ の 他 収 入 0 0 0 0

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

101,865 107,954 105,498 103,785

78,761 75,485

収 入 合 計 117,525 123,552 121,975 118,285

利用料金収入 15,660 15,598 16,477 14,500

休館日 12月28日〜1月4日

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

植彌加藤造園(株)（指定管理者）

貸付期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日 所在地 京都市左京区鹿ヶ谷西寺ノ前町45

選定方法 公募 業 　種 造園業

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

指
定
管
理
業
務

支　出　合　計 117,346 123,253 121,928 118,285
※府支出額のう
ち修繕費増分
㉕  4,365
㉖  7,281
㉗  4,812

人 件 費 42,084 42,368 43,167

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立関西文化学術研究都市記念公園(けいはんな記念公園)

施
設
概
要

所  在  地 相楽郡精華町精華台 設置年度 平成７年度

設置目的
国家的プロジェクトとして進められている学研都市建設を記念し、また平安遷都1200年記念事業の一端を担い、都市の
シンボル、都市のオアシスとなる公園として建設。

経過

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

研修室
ビジターセンター（研修室、展示室） 研修室全日3,900円等

公園センター観月楼（展示ホール、会議室） 研修室（会議室）全日3,900円等

その他
水景園（日本庭園） 一般200円　小中学生100円

芝生広場等 無　料

交通アクセス
【電車】JR学研都市線祝園駅から奈良交通バス約１４分
【車】精華学研Ｉ.Ｃ.から約5分

営業時間・営業日
営業
時間

9:00～17:00（季節により時間延長有り）

9 



平成28年４月１日現在

％

％

％

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 415 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               86.9 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

―

建替え等の
実施時期（見込）

平成　―　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

人 体育館 50

ピーク時 平成 3

主な代替・類似施設 近隣市町(亀岡・南丹・京丹波)の公共体育施設

利用率
算出方法

貸出数／貸出可能数

利用者の特徴

地域性 京都市内の利用者が半数以上 年齢層
10～20代が約半数、その他は40代
が多い

用途 テニスコート、補助競技場
その他

（時期等）
プールの利用もあり、８月の利用者
が最も多い

利
用
状
況

利用者数

25年度 559,595 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

陸上競技場 65

26年度 535,229 人 テニスコート 52

27年度 579,828

年度 608,575 人

0

うち府派遣 0 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　　3,100,000千円 起債残高 － 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

常勤 28 17 8 3 0

非常勤 0 0 0

28 17 8 3

0 0

計

※テニス教室やグ
ラウンド・ゴルフ大
会などスポーツ事
業

※摘み菜教室や天
文教室など自然文
化事業

人 件 費 0 0 0 0

物 件 費 4,095 4,519 4,322 6,438

収 入 合 計 4,095 4,519 4,322 6,447

利用料金収入 4,095 4,519 4,322 6,447

そ の 他 収 入

収 支 810 1,356 3,314 0

自
主
事
業

支 出 合 計 4,095 4,519 4,322 6,438

0 0 0 0

収 支 0 0 0 9

676 786 1,109 481

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

241,409 239,391 240,838 234,241

165,976 163,967

収 入 合 計 276,312 272,666 277,074 276,722

利用料金収入 34,227 32,489 35,127 42,000

交通アクセス
【電車】JR園部駅からバス約20分
【車】丹波Ｉ.Ｃ.から約5分

営業時間・営業日
営業
時間

9:00～17:00
（体育館・テニスコート・補助競技場　使用時間
9:00～21:00）

休館日 １2月29日～1月3日

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

指
定
管
理
業
務

支　出　合　計 275,502 271,310 273,760 276,722
※その他収入につ
いて、土木事務所
等発注による園内
工事業者の電気水
道料金の補償分な
ど

※府支出額のうち
修繕費増及びクー
ルスポット補てん分
㉕ 13,342
㉖   4,151
㉗　 6,098

人 件 費 111,293 109,756 107,784 112,755

物 件 費 164,209 161,554

そ の 他 収 入

所  在  地 船井郡京丹波町曽根崩下代110－7 設置年度 昭和４４年

設置目的 京都府開庁100年事業の一環として、京都府中部地域の中核をなす公園施設を目的として開設。

経過

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

陸上競技場、補助競技場、球技場、軟式野球場等 陸上競技場平日一般　11,500円/日等

体育館、テニスコート（16面） 体育館平日一般　15,700円/日等

パターゴルフ場、プール、宿泊所（300人） テニスコート平日一般　2,700円/日等

こどもの広場、森の遊び場等 宿泊所一般　900円/人

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

（公財）京都府立丹波自然運動公園協力会（指定管理者）

貸付期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日 所在地 船井郡京丹波町曽根崩下代110－7 

選定方法 単独指定 業 　種 丹波自然運動公園の管理

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立丹波自然運動公園

施
設
概
要
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平成28年４月１日現在

％

％

％

主な代替・類似施設 山城総合運動公園（宇治市）、鴻巣山運動公園（城陽市）等

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 768 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）             100.0 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

―

建替え等の
実施時期（見込）

平成　―　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

利用率
算出方法

－

利用者の特徴

地域性 京都府南部地域住民の利用 年齢層 子どもから高齢者まで幅広く利用

用途 運動公園として全般に活用
その他

（時期等）
3～5月、9～11月の利用が多い。

利
用
状
況

利用者数

25年度 － 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

－ －

26年度 58,082 人 － －

27年度 75,062 人 － －

ピーク時 平成 27 年度 75,062 人

0

うち府派遣 0 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　　　　6,400,000千円 起債残高 － 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

常勤 9 9 0 0 0

非常勤 0 0 0

9 9 0 0

0 0

計

※自然体験や自然
観察教室、環境教
育事業を実施

※自主事業の経費
については指定管
理業務と切り分け
が不可

人 件 費

物 件 費

収 入 合 計 0 321 930 0

利用料金収入 321 800 0

そ の 他 収 入

収 支 0 687 671 0

自
主
事
業

支 出 合 計 0 0 0 0

0 130 0

収 支 0 321 930 0

0 0 1,000

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

60,463 57,668 57,410

24,681 24,810

収 入 合 計 0 60,463 57,668 58,410

利用料金収入 0 0 0

交通アクセス
【電車】ＪＲ長池駅から徒歩約5分
【車】城陽インターから約10分

営業時間・営業日
営業
時間

9:00～17:00
（7･8月　8:30～18:00）

休館日 毎週木曜日、12月28日～1月4日

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

指
定
管
理
業
務

支　出　合　計 0 59,776 56,997 58,410
※府支出額のう
ち修繕費増分
㉖ 3,053
㉗   257人 件 費 32,470 32,316 33,600

物 件 費 27,306

そ の 他 収 入

所  在  地 城陽市富野北角14-8 設置年度 平成26年度

設置目的
山砂利採取地の自然再生を土台にして、地域の歴史や文化を踏まえた里山の復元や特色ある森づくり等、多様な主体
の参画・連携による、府民が育てる緑豊かな公園を目指す。

経過 H26.3　木津川運動公園南区域供用開始

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

広場、管理棟、防災調節池西便所、駐車場便所 無料

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

(公財）青少年野外活動総合センター（指定管理者）

貸付期間 平成26年4月1日～平成29年3月31日 所在地 城陽市寺田南中芝80　

選定方法 公募 業 　種 都市公園の管理

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立木津川運動公園

施
設
概
要

11 



平成28年４月１日現在

％

％

％

主な代替・類似施設 　京都府立青少年海洋センター、宇治市総合野外活動センター

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 2,338 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               78.5 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

―

建替え等の
実施時期（見込）

平成　　-　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

利用率
算出方法

稼働延べ室数
      　　　　　　　　利用可能室数

利用者の特徴

地域性
乙訓・山城地域の小学校を中心に府内団体
の利用率は66％

年齢層 幼小中高の幼児・児童生徒、大学生

用途
小学校の校外学習、高校の新入生オリエン
テーション、大学生・一般のサークル活動等

その他
（時期等）

3月～10月の利用が多い。

利
用
状
況

利用者数

25年度 10,993（うち宿泊10,242） 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

宿泊室 36.9

26年度 19,958（うち宿泊17,562） 人

27年度 22,685（うち宿泊18,071） 人

ピーク時 昭和 60 年度 26,538 人

うち府派遣 0 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　606,500　千円 起債残高 ― 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

常勤 5 3 2 0 0

非常勤 3 0 0 3 0

計 8 3 2 3

※小学生対象の
ジュニア・チャレン
ジキャンプや家族
単位のファミリー
キャンプ（いずれも1
泊2日）

人 件 費

物 件 費 1,943 2,294

収 入 合 計 0 2,529 3,208 0

利用料金収入 927 1,425

そ の 他 収 入

0

収 支 0 ▲ 235 ▲ 806 0

自
主
事
業

支 出 合 計 0 1,943 2,294 0

1,602 1,783

収 支 0 586 914 0

440 2,870 2,913 3,091

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

32,250 53,360 53,047 52,709

39,467 41,476

収 入 合 計 38,146 67,005 67,535 70,883

利用料金収入 5,456 10,775 11,575 15,083

交通アクセス
　京都縦貫道千代川ICより車で30分　JR園部駅より車で30分（土日祝のみ路線バスあり）
　中国池田ICより車で50分

営業時間・営業日
営業
時間

終日 休館日

　月曜日
1月1日～4日
12月28日～31日

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

指
定
管
理

（
施
設
運
営

）
業
務

支　出　合　計 38,146 67,240 68,341 70,883
※H25
指定管理期間は11
月まで
（施設の開館は９月
まで、９月以降施設
改修を実施）
別途予備費支出あ
り

人 件 費 10,848 27,144 28,874 29,407

物 件 費 27,298 40,096

そ の 他 収 入

所  在  地 　京都府南丹市園部町大河内小米阪１－９ 設置年度 　昭和５８年度

設置目的 　自然の中で、集団宿泊生活を通じて心身ともに健全な少年の育成を図る。

経過 　平成22年度　屋外炊飯施設新設　　平成25～26年度　クラフト棟新設、本館屋根等改修

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

宿泊室 18室（19名定員×10室・12名定員×８室） ・宿泊料（〈　〉内＝テント泊）（一般・大＝1000円〈700
円〉、高＝500円〈350円〉、小・中＝300円〈200円〉）
・冷暖房費（部屋単位）＝冷410円、暖280円/8時間）
・研修室、クラフト室＝2000円、ﾌﾟﾚｲﾎｰﾙ＝2500円
（宿泊者は無料・冷暖房費別途）

リーダー室 ４室（３名定員）

研修室（200名）、プレイホール（300名）、クラフト室（70名）

　食堂、浴室２、ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ場、ｷｬﾝﾌﾟ場

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

　グリーンパルるり渓共同事業体（東京海上日動ファシリティーズ、大阪市青少年活動協会）（指定管理者）

貸付期間 　平成26年4月1日～平成29年3月31日 所在地 　大阪市中央区城見及び法円坂

選定方法 　公募 業 　種 ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ､社会教育施設の管理運営

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立るり渓少年自然の家

施
設
概
要

12 



平成28年４月１日現在

％

％

％

主な代替・類似施設

・京都市美術館（昭8年、延床9,349㎡、明治以降の日本画等を常設展示、各種企画展示）
　※再整備工事のため平成２９年４月から平成３２年３月まで休館
・京都国立近代美術館(昭38年、左京区、延床9,983㎡、京都画壇の日本画、洋画等を常設展示、各種企画展示）
・京都国立博物館（明30年、東山区、延床11,657㎡、平安～江戸期の京都の文化財を常設展示、各種企画展示）

コ
ス
ト
負
担

ピーク時 平成
(昭和)

26

建替え等の
実施時期（見込）

未定
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 276 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               47.8 ％

953,239
（うち展示有料入場者279,679）

人
5階貸展示室
（洋室） 96.0

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

建築躯体（170）、電気設備（210）、空調（440）、衛生･給排水（20）、
EV（10）、機械式駐車場等（10）

利用率
算出方法

利用（使用）日数÷年間開館日数
（310日）※展示、撤収期間含む

利用者の特徴

地域性
京都市内（約25％）、大阪府内（約25％）、京都
府内（約10％)、近畿圏外（約15％）

年齢層
40歳未満（約20％）、40代（約15％）、50
代（約20％）、60代以上（約40％)

用途 特別展を目的とした来館者の割合が高い。
その他

（時期等）
特別展の企画内容によるが、春、秋
の来館者が比較的多い。

利
用
状
況

利用者数

25年度 760,554
（うち展示有料入場者206,835）

人

主要設備
利用率

（平成27年度）

総合展示室
※フィルムシアター含む

100.0

26年度 964,745
（うち展示有料入場者321,400）

人 特別展示室 81.6

27年度

年度 964,745 人

9

うち府派遣 1 1 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　8,210,000千円 起債残高 ― 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（役員）常務除く

常勤 31 23 1 0

9

計 41 24 1 7

※普通財産の無償
貸付施設であり、自
主事業も一体となっ
た収支計算書を作
成しているため、自
主事業分の切り分
けが不可

人 件 費

物 件 費

収 入 合 計 0 0 0 0

利用料金収入

自
主
事
業

支 出 合 計 0 0 0 0

収 支 0 0 0 0

非常勤 10 1 0 0

7

263,290 244,402

359,765 322,483

収 入 合 計 480,704 532,857 551,355 478,938

利用料金収入 51,321 76,532 81,776 68,829

そ の 他 収 入

収 支 15,305 47,113 31,885 3,525

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

施
設
運
営
業
務

支　出　合　計 465,399 485,744 519,470 475,413
（府支出額内訳）
■委託（運営委託、
展示委託等）
㉕ 206,144
㉖ 197,183
㉗ 216,148
㉘ 204,107
■補助（運営助成、
クールスポット等）
㉕ 44,979
㉖ 47,920
㉗ 47,142
㉘ 40,295

人 件 費 146,076 153,696 159,705 152,930

物 件 費 319,323 332,048

そ の 他 収 入 178,260 211,222 206,289 165,707

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

251,123 245,103

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

（公財）京都文化財団（普通財産無償貸付）

貸付期間 平成26年4月１日～平成29年3月31日 所在地 京都市中京区三条高倉上ル東方町623-1

選定方法 単独指定 業 　種 府立文化施設の運営

別館等 別館ホール（約250人）、店舗、駐車場35台（400円/h） 文化：86,400円／日、商業：172,800円／日　長期割引有

交通アクセス
・地下鉄「烏丸御池駅」下車【5】番出口から三条通りを東へ徒歩3分　　　　・京阪「三条駅」下車【6】番出口から三条通りを西へ徒歩15分
・阪急「烏丸駅」下車【16】番出口から高倉通りを北へ徒歩7分　　　　　　　　・市バス「堺町御池」下車、徒歩2分

営業時間・営業日
営業
時間

総合展示 10時－19時30分（入場は19時まで）
特別展 10時－18時＊毎週金曜日は19時30分まで延長（入場は30
分前まで）
別館 10時－19時30分（各種イベント時は別）
ろうじ店舗飲食店は20時30分まで

休館日
月曜休館（祝日の場合は開館、翌日休館）
年末年始(12月28日～1月3日）

４階 特別展示室 特別展入館料：展示会毎に設定

３階 総合展示室、フィルムシアター 総合展入館料　一般500円、大学生400円、
高校生以下無料２階 総合展示室

１階 ろうじ店舗（飲食店、物販店）、ミュージアムショップ －

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府京都文化博物館

施
設
概
要

所  在  地 京都市中京区三条高倉上ル東方町623-1 設置年度 昭和６３年度

設置目的
平安建都1200年記念事業の一環として、京都府文化懇談会提言の主旨である「京都の歴史、美術工芸等、文化全体を
総合的に紹介する」ことを目的に、各種展示室を有した博物館を建設

経過

・昭和６３年（１９８８）：開館（１０月）
・平成１０年（１９９８）：開館１０周年記念特別展（春・秋）
・平成２０年（２００８）：源氏千年紀展開催（開館２０周年）
・平成２２年（２０１０）～２３年（２０１１）：リニューアル改修工事
・平成２３年（２０１１）：リニューアルオープン（７月）、国民文化祭開催

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金

７階

５階 貸展示室（洋室）150m²（4室）、32m²（1室） 1室（150m²）商業95,040円/日、文化51,840円（作家は30,900円）

事務室 ―

６階 貸展示室（和室）70畳（×3室）、45畳（1室） 1室（70畳）商業催事103,680円/日、文化催事51,840円（作家貸は30,900円）

13 



平成28年4月1日現在

％

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 22 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               94.3 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

店舗１F正面・裏庭側　テラス（木材）部分の修繕（５）
空調設備改修（4.5）

建替え等の
実施時期（見込）

平成28年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
上記と同じ

主な代替・類似施設 －

利用率
算出方法

利用日数÷開館日数

利用者の特徴

地域性 観光客・地域にお住いのかた 年齢層 全年齢層

用途 ほっとはあと製品の購入および休憩
その他

（時期等）
春・秋が最も多い。

利
用
状
況

利用者数

25年度 314,165 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

ほっとはあと製品（授
産）の展示・販売コー
ナー

100.0

26年度 340,003 人

27年度 448,757 人

ピーク時 平成 27 年度 448,757 人

0

うち府派遣 0 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　　－　　　　　　　　　　千円 起債残高 － 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

常勤 1 1 0 0 0

非常勤 1 0 0 0

計

人 件 費

物 件 費

収 入 合 計 0 0 0 0

利用料金収入

そ の 他 収 入

自
主
事
業

支 出 合 計 0 0 0 0

収 支 0 0 0 0

2 1 0 1

1

9,778 9,778

5,018 4,869

収 入 合 計 10,444 10,402 10,368 10,438

利用料金収入 0 0 0 0

収 支 0 0 0 0

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

施
設
運
営
業
務

支　出　合　計 10,444 10,402 10,368 10,438

人 件 費 5,598 5,349 5,350 5,569

物 件 費 4,846 5,053

そ の 他 収 入 666 624 590 660

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

9,778 9,778

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

　NPO法人 京都ほっとはあとセンター（普通財産無償貸付）

貸付期間 平成24年４月１日～平成29年３月31日 所在地 京都市下京区烏丸通塩小路下ル東塩小路町90番地

選定方法 単独指定 業 　種 ＮＰＯ法人（保健、医療、福祉）

交通アクセス
JR山陰本線　嵯峨嵐山駅から徒歩10分
京福電鉄　　　嵐山駅から徒歩2分

営業時間・営業日
営業
時間

10:00～17:00
（秋の行楽シーズン及び花灯路の期間は延長あ
り）

休館日 火曜日・年末年始

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 ぶらり嵐山

施
設
概
要

所  在  地 京都市右京区嵯峨天龍寺北造路町18－１ 設置年度 平成13年度

設置目的
有数の観光名所「嵐山」を訪れる多くの人々が高齢者や障害のある方の手づくり作品との出会いなどを通じて、ふれあ
いと交流を図るとともに、高齢者や障害のある方の社会参加の促進に資する。

経過 －

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

その他

ほっとはあと（授産）製品販売・展示コーナー －

貸ギャラリー １日3,000円（高齢者・アマチュア作品を想定）

高齢者作品展示コーナー －

観光コーナー・ふるさと産品展示コーナー等 －

14 



平成28年４月１日現在

％

％

％

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 22 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）                 4.3 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

テルサホール特定天井耐震改修　128

建替え等の
実施時期（見込）

平成　　―　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

人 スポーツホール 88.8

ピーク時 平成
(昭和)

27

主な代替・類似施設 （貸館）メルパルク京都、京都教育文化センター、ロームシアター京都、みやこめっせ、パルスプラザ等

利用率
算出方法

テルサホール：利用件数／利用可能日数
会議室他：利用件数／利用可能区分数

利用者の特徴

地域性 貸館：世界各国から近隣地区まで幅広い 年齢層 貸館：20代から60代くらいが主要層

用途 貸館：学会から小規模の打ち合わせまで幅広い
その他

（時期等）
貸館：秋季が繁忙期

利
用
状
況

利用者数

25年度 1,027,746 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

テルサホール 91.1

26年度 1,027,328 人 テルサ会議室等 55.9

27年度 1,038,639

年度 1,038,639 人

6

うち府派遣 0 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

22,700,000(旧雇用促進事業団3,090,000) 起債残高 ― 千円

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（再雇用・期間雇用）

常勤 21 14 0 1 6

非常勤 6 0 6 0

計

※フリーマーケット、う
たごえフォークライ
ブ、スポーツ交流大
会、ギャラリー展示、
手話教室、労働セミ
ナー

※人件費について
は、自主事業も一体
となった収支計算書
を作成しているため自
主事業分の切り分け
が不可

人 件 費 0 0 0 0

物 件 費 1,764 2,002 1,389 2,571

収 入 合 計 761 944 571 465

利用料金収入 761 944 571 465

そ の 他 収 入

自
主
事
業

支 出 合 計 1,764 2,002 1,389 2,571

0 0 0 0

収 支 ▲ 1,003 ▲ 1,058 ▲ 818 ▲ 2,106

27 14 6 1

0

22,415 21,415

408,938 421,774

収 入 合 計 479,853 495,759 520,019 518,917

利用料金収入 453,763 467,709 497,209 497,202

収 支 1,056 5,721 26,310 2,106
収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27 28予算 備考

施
設
運
営
業
務

支　出　合　計 478,797 490,038 493,709 516,811
（府支出額内訳）
■会議室転用補
助
㉕12,657
㉖11,415
㉗11,415
㉘11,415

人 件 費 86,949 83,562 84,771 95,037

物 件 費 391,848 406,476

そ の 他 収 入 434 4,635 395 300

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

25,656 23,415

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

　(一財)京都府民総合交流事業団（普通財産無償貸付）

貸付期間 平成24年4月1日～29年3月31日 所在地 同所

選定方法 公募 業 　種 同施設の管理運営及び事業実施団体

（参考：フィットネス＝独立運営・民間委託） 一例：3,780円～7,020円/月＋利用都度310円　他　

交通アクセス 【電車】近鉄東寺駅、地下鉄九条駅から徒歩5分　JR京都駅より徒歩10分　【バス】市バス「九条車庫」すぐ

営業時間・営業日
営業
時間

9:00～21:30 休館日 年末年始（12月28日～１月４日）は貸館休業

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府民総合交流プラザ　（京都テルサ）

施
設
概
要

所  在  地 京都市南区東九条下殿田町７０番地 設置年度 平成８年度

設置目的
府民の交流の促進、研修、文化、スポーツ、健康増進及び余暇の活用に関する事業を行い、府民福祉の増進に寄与す
るための施設

経過

・平成17年度　消費生活科学センター（後に安全センター）設置
・平成19年度　京都ジョブパーク設置
・平成23年度　井戸設備設置、屋外喫煙設備設置　・平成24年度　中央監視制御システム更新
・平成26年度　エネルギー自立避難拠点施設（太陽光発電）設置

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

テルサホール(550㎡・856人定員） 午前42,984円～全日299,592円（用途・曜日による）

会議室等（17室・8～168人） 午前3,456円～34,776円、午後・夜間4,536円～45,576円等

スポーツホール（体育館）(1020㎡・60人） 平日：半面午前3,564円～全面終日25,704円等
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平成28年４月１日現在

％

％

％

主な代替・類似施設

府北部には食の提供や人材育成、観光案内等、総合的な施設は存在しない。
＜農業施設の類似施設＞
滋賀農業公園「ブルーメの丘」（滋賀県蒲生郡日野町）
神崎農村公園「ヨーデルの森」（兵庫県神崎郡神河町）
神戸ワイナリー農業公園（兵庫県神戸市）

京都府内　6割程度、近畿他府県　2割程度、他2割
程度

年齢層
親子・中高年家族　7割程度、中高年団体 2
割程度、他 1割程度

用途 －
その他

（時期等）
－

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成27年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 271 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               76.5 ％

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

－

建替え等の
実施時期（見込）

平成　－　　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
－

利
用
状
況

利用者数

25年度 109,213 人

主要設備
利用率

（平成27年度）

ホテル丹後王国 49.1

利用者の特徴

26年度 105,107 人

27年度 525,566
＜リニューアル後＞

人

ピーク時 年度 525,566 人
利用率

算出方法
利用部屋数／年間利用可能部屋数平成

(昭和)
27

地域性

0

うち府派遣 0 0 0 0 0

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　10,000,000千円 起債残高 － 千円

その他（緊急雇用委託）

常勤 3 1 1 1 0

非常勤 1 1 0 0 0

人
員
配
置

（
人

）

　(一財)丹後王国食
のみやこ

役職員数

計 正職員 嘱託職員

収
支

収支実績
（単位：千円）

年度 25 26 27（見込み） 28予算

利用料金収入

そ の 他 収 入

485

自
主
事
業

支 出 合 計 0 0 0 0

物 件 費

収 支

臨時職員

計 4 2 1 1

そ の 他 収 入 36,240 35,281 43,588 44,518

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

67,783 56,100 142,314 42,000

(56,283) (56,100) (38,700) (41,300)

0

48,674 36,492 49 0

収 支 734 ▲ 4,375 ▲ 1,292

※自主事業も一体
となった収支計算
書を作成しているた
め、自主事業分の
切り分けが不可

人 件 費

9:00～22：00 休館日 無休

選定方法 単独指定 業 　種 府農業公園の運営

収 入 合 計 0 0 0

0 0 0 0

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

　(一財)丹後王国食のみやこ（普通財産無償貸付）

貸付期間

人 件 費 20,358 14,119 14,382 14,407

物 件 費 131,605 118,129 172,861 71,626

収 入 合 計 152,697 127,873 185,951 86,518

備考

施
設
運
営
業
務

支　出　合　計 151,963 132,248 187,243 86,033
※利用料金収入は
入園料徴収収入+
加工商品販売収入
+ホテル営業収入
の合計

※26.12月～27.3月
リニューアルオープ
ンのため一時閉園

※㉗リニューアル
工事等を実施
・設備整備 73,602
・誘客促進　17,712
他

利用料金収入

平成26年4月1日～平成29年3月31日 所在地 京丹後市弥栄町鳥取123

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 丹後王国「食のみやこ」

施
設
概
要

所  在  地 京丹後市弥栄町鳥取123 設置年度 平成10年度

設置目的
豊かな自然に恵まれた丹後半島を背景に、見て、ふれて、あじわって、体験する本格的な体験型農業公園として開園
後、平成27年度にﾘﾆｭｰｱﾙし、丹後の「食」の提供や、食に関する人材の育成、丹後の観光など、３つの拠点機能を備え
た施設として、地域活性化に寄与する

経過

平成１０年４月　　京都府農業公園「丹後あじわいの郷」開園
平成１４年１０月　入園者１００万人突破
平成２４年４月　　入園者２００万人突破
平成２６年１２月　リニューアルオープンに向けて一時閉園
平成２７年４月　　丹後王国「食のみやこ」リニューアルオープン
平成２８年３月　　リニューアル後、入園者５０万人突破

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

情報・交流ｾﾝﾀｰ、手作り食品工房、レストラン 入場無料

ふれあい牧場

ホテル丹後王国（客室：26室　（定員70名）） 1泊5,832円～

交通アクセス
【鉄道】京都丹後鉄道　峰山駅より車（タクシー）にて約10分
【バス】網野駅より丹海バス30分　丹後王国「食のみやこ」下車　徒歩すぐ
【自動車】京都縦貫自動車道　与謝・天橋立ＩＣより約30分

営業時間・営業日
営業
時間
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